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	斉藤、角田、津山による修士論文発表
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研究メンバによる修士論文の発表が行われました。




	斉藤歩夢, Formalization of Intrinsically Typed Probabilistic Programs
	津山勝輝, 継続の使用回数に基づいた最適化を行う内在的型安全コンパイラ
	角田和広, エラー生成クイズの導入可能性調査と問題作成自動化







			
			2024-02-06.  			

			

	エフェクトハンドラのための内在的型安全コンパイラに関するPEPM論文
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独自集計によると一番人気の発表でした 😉




津山、叢、増原による論文 “An Intrinsically-typed Compiler for Effect Handlers”がPEPM2024(The ACM SIGPLAN Workshop on Partial Evaluation and Program Manipulation)に採択されました。2024年1月にイギリス-ロンドンで発表されます。
			
			2024-01-16.  			

			

	依存型付き言語の CPS 変換に関する発表 (@ PEPM 2024)
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 叢が POPL 2024 の併設ワークショップ PEPM 2024 で、”One-Pass CPS Translation of Dependent Types” というタイトルの発表を行います。




			

			2024-01-16.  			

			

	Vasconcelos先生によるセッション型に関するセミナー講演
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リスボン大学のVasco Thudichum Vasconcelos先生が研究室を訪問し “System Fμω with Context-free Session Types” と題するセミナー講演を行っていただきました。セッション型の基礎から、その表現力に関する最新の進展までを解説していただき、大変勉強になるセミナーとなりました。

			
			2023-12-21.  			

			

	酒井が日本ソフトウェア科学会第40回大会学生奨励賞を受賞
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酒井大我が日本ソフトウェア科学会第40回大会学生奨励賞を受賞しました。これは、本大会における研究発表「プログラミング教育のための目的文作成手順の提案と目的文作成支援環境の予備設計」によるものです。
			
			2023-11-30.  			

			

	バージョンプログラミング言語のコンパイル手法に関するAPLAS 2023論文
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田辺、Luthfan, 青谷、増原による論文 “Compilation Semantics for a Programming Language with Versions”が第21回プログラミング言語とシステムに関するアジア会議(APLAS 2023)に採録されました。2023年11月に台湾台北市で発表されます。この論文は我々が以前に発表したバージョンプログラミング言語に対するコンパイル手法を提案しています。




Full version of the paper, also available as arXiv:2310.00298Download




👉 Project page
			
			2023-11-26.  			

			

	確率的プログラミング言語をCoq上で形式化するAPLAS 2023論文
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第21回アジアプログラミング言語・システムシンポジウム(APLAS 2023)にて斉藤, Affeldtによる論文 “Experimenting with an Intrinsically-typed Probabilistic Programming Language in Coq”が採択され、発表を行います。




👉プロジェクト

			
			2023-11-26.  			

			

	岡山県の中学生の研修訪問

	
岡山県立岡山操山中学校の生徒3名が研修の一環として当研究室を訪問しました。学校で進めているプログラミング・可視化・作曲に関する課題研究についての紹介を受けるとももに、我々の研究を含む大学における研究活動全般を紹介しました。とても学習意欲の高い生徒さん達で、おどろくほど最先端のプログラミング事情に通じており、楽しい議論を交わすことができました。

			
			2023-11-08.  			

			

	Filip Strömbäck 先生が準客員若手研究員として加入

	 Linköping University の Filip Strömbäck 先生が準客員若手研究員として加わりました。これから2ヶ月間、叢と継続の概念を学習するプログラミング言語を開発する予定です。ようこそ Filip! 
			
			2023-11-01.  			

			

	TPP 2023にて形式化に関する3件の発表

	The 19th Theorem Proving and Provers meetingにて本研究室から3名が発表します。




	津山、「第一級継続の最適化を行う内在的型安全コンパイル」
	川添、「Formalizing λ□ in Lean」
	斉藤、「Coqを用いた内在的型付けに基づく確率的プログラミング言語の形式化」






			
			2023-10-30.  			

			
Next page →
← Previous page


		

	言語:


	English
	日本語




	
				
					検索:
					
					
				

			

	

News


		空間効率の良い漸進的型付けに関する PLDI 2024 論文2024-06-28

	PWVに関する千葉工大ステアラボセミナー招待講演2024-05-31

	継続に関する FLOPS 2024 招待講演2024-05-17

	1名の助教、5名の卒業研究学生、1名の修士研究学生が新たに研究室に加わりました2024-04-01

	2024年3月修了者2024-03-26

	中学・高校生が研究室セミナーに体験参加2024-03-14

	エラー生成クイズの問題作成支援ツールに関するPPL 2024論文2024-03-05

	バージョンプログラミング言語のコンパイル手法に関するPPL 2024発表2024-03-05

	PPL 2024 ポスター発表2024-03-05

	メンバー5名が学士論文を発表2024-02-09
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